
生体分解性素材を用いた医療デバイスの開発生体分解性素材を用いた医療デバイスの開発

外科治療方法は、低侵襲化に向かって発展してきており、今後さらに加速すると考え
られています。その低侵襲外科治療で使用される埋植デバイスの多くは難分解性金属で
あり、異物が生涯に渡って体内に残ることが懸念されております。

当研究室では、生体吸収性のポリマーや金属を用いた医療デバイスの開発を、民間企
業を含めた国内外の研究機関との共同研究により推進し、医療応用を目指しています。
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